『まなび』
松永地域振興課　生涯学習情報紙　２６９号
２０２５年　令和７年　　６月２０日発行
問合せ先　松永地域振興課
住所　福山市松永町三丁目１番２９号 
電話　０８４－９３４－５４４３
メールアドレス　matsunaga-chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp


1ページ
松永駅周辺にぎわい再生ビジョン＜イラスト＞


２ページ
　めざす松永駅周辺の姿
まつながへ集まる　そして　つながる
住む　学ぶ　楽しむが一体となった松永駅周辺
にぎわい再生に向けた５つのＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
０１　緑と光歩きたくなるまち　ＴＨＥ　ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
　　　官民連携による道路空間と民間所有空間を一体的に活用し　子育て世代
　　　学生等が安心・安全・快適に歩き　楽しめる空間を形成する
　　　北口の歩道を歩きやすく（アーケードの撤去　リノベーション）
　　　北口の道路空間や駐輪場でイベント（キッチンカー　マルシェ）
　　　 緑と光のある景観づくり（皆で花・木を植える　キャンドル　イルミネー　ション）
０２　おとなもこどもも国籍も関係ない　みんなちがってみんないい
　　 共生のまち　ＴＨＥ　ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
     子育て世代　外国人　学生等異なる世代や文化をもつ人々が集まり　交流　
　　 し　楽しい時間を過ごせる場を創出し　地域のにぎわいと住みやすさを向
上する
世代を超え多くの人が心地よく暮らせる　オアシスのような場をつくる
気軽に話せる場所　人の集える場所
他国の文化にふれあい　学ぶことのできるイベント（フード　アート）
０３　新たなチャレンジを地域で育むまち　ＴＨＥ　ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
　　　地域に開かれた多様な学びの場を提供し　住民が新たなスキルや知識を身に
　　　つけることができる環境を整える
　　　学生や経営者が気軽につながる場所をつくる　起業できる気運づくり
　　　コワーキングスペース　フリースペース
　　　学生による日本語教室やこども食堂　チャレンジショップ等の実施
０４　笑顔で未来へてーてって　だれもが楽しさを実感できるまち
　　　　　　ＴＨＥ　ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
　　　公共空間や民間所有空間などの新たな活用により　住民が気軽に立ち寄り
　　　住民同士の交流が自然に促進される空間を形成する
　　　新しさと懐かしさの融合
　　　まちを使った愛着教育
　　　地域の人たちが自由に利用できるスペース
０５　文化が出逢い　喜びが共有されるまち　ＴＨＥ　ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ
　　　既存の地域資源や文化施設等を活用し　行政や民間が連携し　駅周辺だけでなく松永地域全体の魅力を発信する
　　　はきもの資料館　クリークの活用
　　　ＳＮＳ等　多様な媒体での情報発信
　　　伝統文化　行事の継承


ビジョンを基に　「松永未来会議」開催
６月２日　西部市民センターホールにて　「松永未来会議～にぎわいづくりに向けた意見交換会～」を開催しました。２０２４年度に策定した「松永駅周辺にぎわい再生ビジョン」を実現するため　より具体的な取組について検討していく第一歩として意見交換会を開催しました。今回の会議では　「自分が暮らす地域を自分たちの力でより好きになるようにまちの未来を具体的に考えていくこと」を目的にワークショップを開催しました。さまざまな立場から参加していただいた５０人以上の参加者から　ワクワク・ドキドキするような活発な意見や思いが出されました。それぞれの思い描くイメージがつながって　ひとつの形となるよう取り組んでいきます。


情報びっくり箱
神村交流館神村コミュニティセンター　９３４－３４４５
人権啓発講座　ミュージック・ケア「みんなちがってみんないい」
日　時　７月５日　土曜日　１０時から１１時
ところ　神村コミュニティセンター
内　容　保護者とこどもが一緒に楽しめる音楽療法
対象者　乳幼児　小学生低学年
講　師　北川宣子さん
申　込　必要（１ヶ月前から）
定　員　なし（申込多数の場合は制限させていただく場合あり）
持参物　水分補給のための飲み物

申込み　問合せ　神村コミュニティセンターへ
子育て交流事業
　　絵本で遊ぼう　未来の平和～絵本と音楽のおはなし会～　

日　時　８月８日　金曜日　１０時から１１時３０分
ところ　神村コミュニティセンター
内　容　参加型おはなし会
　　　　ペープサート（紙芝居）パネルシアター　音楽に合わせて一緒に身
　　　　体を動かす参加型の絵本ワールド

参加対象者　小学生以上
講　師　えほん見楽る
定　員　２０人
持参物　飲み物　室内ばき

申込み　問合せ　神村コミュニティセンターへ
藤江交流館　９３５－７４０１
社会教育活動事業
　血圧が気になる方へ　～生活改善のヒント～
日　時　７月１０日　木曜日　１３時３０分から１５時

ところ　藤江交流館　２階　大会議室
内　容　講義
対象者　成人一般
講　師　木村　直昭さん
　　　　（ププレひまわり薬局グラン松永店）
定　員　２０人
持参物　筆記用具　水分補給の飲み物
その他　骨密度を素足で測定していただきますので　脱ぎ履きしやすい状態
　　　　でお越しください
申込み　必要　７月７日　月曜日まで
申込み　問合せ　藤江交流館へ
松永図書館　９３３－３７７０
展示「神仏とご縁を結ぶ美しい御朱印の世界」
日　時　７月１６日　水曜日から　８月１８日　月曜日

ところ　松永図書館　展示コーナー
内　容　福山をはじめとする地元広島県でいただける御朱印や　珍しい切り絵やカラフルな限定御朱印などを展示する
　　　　あわせて御朱印や寺社仏閣などに関する展示と貸出を行う

＜定例行事＞

あかちゃんといっしょのおはなし会
日　時　７月９日　水曜日　１０日　木曜日
　　　　　１１時から１１時１５分
内　容　乳幼児とその保護者を対象にしたおはなし会
　　　　
■土曜日のおはなしじかん
　日　時　毎週土曜日　１５時から１５時１５分　

　内　容　幼児　児童とその保護者を対象にしたおはなし会
　　　　　　
　　　■図書館のお休み　７月１５日　火曜日　


「６月２３日　沖縄慰霊の日」　
　今から８０年前の６月２３日　第二次世界大戦末期の沖縄では　アメリカ軍による地上戦が行われました。
　「鉄の暴風」と言われ　沖縄の人々全てを巻きこんだ戦争は　悲惨極まるものでした。その犠牲者は２０数万人とも言われています。沖縄では６月２３日を全ての県民と「二度と同じ過ちを繰り返さない日」として平和への誓いの日としています。戦後８０年　戦争を体験された方々も数少なくなってきている今　今を生きる私たちの「平和」への取組が問われます。


ＬＧＢＴＱパネル展を開催しました
　あなたは知ってる？　性の多様性
　６月１日～３０日は「プライド月間」です。ＬＧＢＴＱの権利を啓発し　多様性を尊重する月間です。この期間中　世界中でさまざまなイベントや活動が行われます。この機会にできることは　ＬＧＢＴＱのことを「知る」ことです。基本的な知識を得ることも支援のひとつです。差別や偏見に反対する　イベントに参加する
そして『アライ（支援者）』になるなど・・私たちにできる行動からはじめてみませんか。西部市民センターでも　パネル展を行い　多くの方にＬＧＢＴＱについて知
っていただく取組を行いました。


トピックス　松永はきもの資料館より
　　松永はきもの資料館福山市移管１０周年記念
　松永下駄浴衣まつりアンド松永はきもの資料館まつり
●７月５日　土曜日　１５時から２０時（松永下駄浴衣まつり）
〇昔ながらの夜店が大復活
　金魚すくい　ヨーヨー釣り　射的　輪投げ　たこ焼き　焼きそば

　かき氷　フランクフルトなど
〇夜のはきもの資料館探検　１６時から
〇下駄浴衣コレクション　１７時頃
　約１５組が登場　浴衣と下駄で魅せるスタイルショー
　　■浴衣アンド下駄で来場された方には特典あり
　　■ガラガラ抽選会（福引き）あり

●７月６日　日曜日　１０時から１６時（松永はきもの資料館まつり）
　１０周年を記念する特別な１日
〇記念セレモニー（オープニング）
〇企画展「足と健康のはきもの展」
　足　はきもの　健康をテーマにした講習会や相談ブース
〇マルシェアンドワークショップ
　軽食　雑貨　手づくり体験など
〇ステージ発表や学生による
　「はきもの資料館クイズラリー」を実施
　　■ガラガラ抽選会（福引き）あり
※松永はきもの資料館への入館料は無料となります
　会場　福山市松永はきもの資料館　松永町４－１６－２７
　電話　０８４－９３４－６６４４
　主催　松永はきもの資料館フェスティバル実行委員会


視覚障がいなどの理由がある人のために、営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。
